
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
気
候
関
連
リ
ス
ク
管
理
の
在
り
方

気
候
関
連
リ
ス
ク
専
担
部
署
の
設
置
意
義
と

気
候
関
連
リ
ス
ク
専
担
部
署
の
設
置
意
義
と

金
融
業
界
の
取
り
組
み
状
況

金
融
業
界
の
取
り
組
み
状
況

気
候
関
連
リ
ス
ク
を
巡
る

気
候
関
連
リ
ス
ク
を
巡
る

専
担
部
署
設
置
の
狙
い

専
担
部
署
設
置
の
狙
い

　

近
年
、
社
会
・
環
境
課
題
の
重
要

性
が
増
す
な
か
、
特
に
気
候
変
動
に

つ
い
て
は
、
世
界
各
地
で
異
常
気
象

の
発
生
や
自
然
災
害
の
激
甚
化
が
指

摘
さ
れ
、
政
策
的
対
応
に
つ
い
て
も

議
論
さ
れ
て
い
る
。
金
融
機
関
に
と

っ
て
も
、
脱
炭
素
へ
の
移
行
に
伴
う

規
制
・
技
術
、
市
場
環
境
等
の
変
化

が
事
業
に
影
響
を
も
た
ら
す
「
移
行

リ
ス
ク
」
や
、
気
候
変
動
に
伴
う
自

然
災
害
の
激
甚
化
お
よ
び
気
温
・
降

水
量
の
変
化
等
が
事
業
に
影
響
を
も

た
ら
す
「
物
理
的
リ
ス
ク
」
な
ど
の

気
候
関
連
リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理
す

る
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

足
元
で
は
、
脱
炭
素
へ
の
移
行

（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）
と
経
済
成
長

の
両
立
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
ん

で
い
る
。
金
融
機
関
は
、
資
金
供
給

を
通
じ
た
顧
客
企
業
の
移
行
支
援

（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
）
を
含
め
、
顧
客
企
業
の
気
候
変

動
対
応
を
積
極
的
に
支
援
し
、
気
候

関
連
リ
ス
ク
の
低
減
な
ど
を
図
っ
て

い
る
。
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
顧
客

企
業
と
金
融
機
関
自
ら
の
将
来
に
わ

た
る
収
益
性
を
確
保
し
、
経
済
社
会

の
成
長
・
持
続
可
能
性
に
貢
献
す
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
な
試
み
と
い
え

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
金
融
庁
は

２
０
２
４
年
８
月
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

部
門
で
あ
る
リ
ス
ク
分
析
総
括
課
に

「
気
候
関
連
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

室
」
を
新
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

「
金
融
機
関
に
お
け
る
気
候
変
動
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
」（
22
年
）
等
を
も
と
に
、
金
融

機
関
の
気
候
関
連
リ
ス
ク
管
理
や
、

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
向
け
た
顧

客
企
業
の
支
援
を
促
し
て
き
た
。

金
融
庁
は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
を
新
設
し
、
金
融
機
関
の
気
候
関
連
リ
ス
ク
管
理

や
顧
客
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
の
実
態
把
握
を
進
め
て
い
る
。
金
融
機
関
は
、
規
模
や
ビ
ジ
ネ
ス

特
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て
顕
現
す
る
性
質
を
持
つ
気
候
関

連
リ
ス
ク
へ
の
対
応
に
は
困
難
も
伴
う
。
金
融
庁
は
、
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
や
国
際
的
な
動

向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
に
関
す
る
金
融
機
関
と
の
対
話
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

金
融
庁
　
総
合
政
策
局

前
気
候
関
連
リ
ス
ク
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
室
長宮

本
孝
男

前
課
長
補
佐池

田
友
理

課
長
補
佐

川
井
大
輔
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同
室
の
設
置
は
、
こ
う
し
た
金
融

機
関
に
お
け
る
気
候
変
動
へ
の
対
応

状
況
を
よ
り
体
系
的
に
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
室
の
英

語
名
（O

ffice for C
lim

ate-related 
F

in
an

cial R
isk

 M
on

itorin
g 

H
ub

）
に
あ
る
ハ
ブ
（H

ub

）
が
示

す
よ
う
に
、
銀
行
や
保
険
会
社
と
い

っ
た
各
業
態
の
担
当
者
が
兼
務
す
る

こ
と
で
、
業
態
横
断
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
も
企
図

し
て
い
る
。

気
候
関
連
リ
ス
ク
へ
の

気
候
関
連
リ
ス
ク
へ
の  

金
融
機
関
の
対
応
と
課
題

金
融
機
関
の
対
応
と
課
題

　

初
年
度
と
な
る
24
事
務
年
度
は
、

大
手
行
等
や
地
域
銀
行
、
大
手
生
命

保
険
会
社
、
大
手
損
害
保
険
会
社
約

20
社
を
対
象
に
、
気
候
変
動
対
応
の

た
め
の
戦
略
の
策
定
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

リ
ス
ク
管
理
、
顧
客
支
援
を
含
む
リ

ス
ク
低
減
に
向
け
た
対
応
等
に
つ
い

て
、
足
元
の
取
り
組
み
事
例
や
認
識

し
て
い
る
課
題
を
整
理
し
た
。
そ
の

内
容
を
25
年
６
月
に
公
表
し
た
の
が

「
気
候
関
連
リ
ス
ク
に
関
す
る
金
融

機
関
の
取
組
の
動
向
や
課
題
」（
以

下
、
報
告
書
）
で
あ
る
。

　

以
下
、
項
目
ご
と
に
金
融
機
関
の

取
り
組
み
と
課
題
を
概
観
す
る
。
な

お
、
本
稿
の
実
態
把
握
に
関
す
る

「
金
融
機
関
」「
大
手
行
等
」
等
の

記
載
は
、
24
事
務
年
度
に
実
態
把
握

を
行
っ
た
金
融
機
関
の
こ
と
を
指
す
。

１
戦
略
の
策
定
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
等

　

金
融
機
関
は
、
気
候
変
動
対
応
や

気
候
関
連
リ
ス
ク
を
経
営
上
の
重
要

な
課
題
・
リ
ス
ク
と
位
置
付
け
、
近

年
、
気
候
変
動
に
関
連
し
た
機
会
と

リ
ス
ク
の
双
方
に
対
応
す
る
た
め
の

戦
略
（
以
下
、
気
候
関
連
戦
略
）
や

方
針
を
策
定
し
て
い
る
。

　

金
融
機
関
は
、
気
候
関
連
戦
略
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
・
評
価
指

標
を
定
め
て
お
り
、
①
排
出
量
削
減

目
標
、
②
高
排
出
セ
ク
タ
ー
へ
の
投

融
資
残
高
削
減
目
標
、
③
資
金
供
給

額
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
に
関
連
し
た

目
標
、
④
顧
客
企
業
と
の
建
設
的
な

対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
に
関

連
し
た
目
標
に
大
別
さ
れ
る
。
戦
略

の
策
定
に
当
た
り
、
大
手
金
融
機
関

で
は
国
際
的
な
動
向
を
参
考
に
す
る

取
り
組
み
が
あ
っ
た
ほ
か
、
地
域
銀

行
で
は
、
地
域
経
済
の
発
展
を
目
指

す
中
で
気
候
変
動
対
応
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
を
明
確
に
示
す
姿
勢
な
ど

も
見
ら
れ
た
。

　

国
際
的
に
活
動
す
る
金
融
機
関
か

ら
は
、
国
内
外
の
議
論
の
進
展
に
応

じ
た
戦
略
の
適
時
見
直
し
や
、
脱
炭

素
の
道
筋
（
パ
ス
ウ
ェ
イ
）
の
国
際

的
な
信
頼
性
が
重
要
で
あ
る
と
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。
こ
う
し
た
金
融
機

関
の
中
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
意
識
・
関
心
や
各
国
の
政
策
・
方

針
等
の
変
化
に
起
因
す
る
訴
訟
リ
ス

ク
へ
の
感
度
を
高
め
て
い
る
こ
と
も

見
て
取
れ
た
。

　

加
え
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
専

門
性
を
有
す
る
人
材
の
確
保
や
体
制

強
化
が
課
題
と
の
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
金
融
機
関

は
、
気
候
関
連
戦
略
の
策
定
を
含
む

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
取

り
組
み
の
統
括
・
企
画
等
を
行
う
委

員
会
・
部
署
・
役
職
の
設
置
な
ど
、

各
々
の
事
情
に
応
じ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。
ま
た
、
人
材
育
成
に
つ
い

て
は
、
関
連
資
格
取
得
推
奨
と
い
っ

た
全
体
の
底
上
げ
と
、
専
担
者
の
育

成
の
両
面
か
ら
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
や
人
材
育
成
に
当

た
り
、
外
部
有
識
者
や
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
実
務
経
験
者
の
誘
致
や
出

向
制
度
な
ど
、
外
部
と
の
連
携
機
会

を
活
用
す
る
事
例
も
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
気
候
変
動
に
関
す
る
顧

客
企
業
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

状
況
や
「
グ
リ
ー
ン
」
や
「
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
」
等
の
ラ
ベ
ル
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
ラ
ベ
ル
判
定
状
況
等
に
つ
い

て
、
近
年
テ
ー
マ
別
監
査
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ほ
か
に
も
、

国
内
外
で
気
候
関
連
を
含
む
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情
報
開
示
の
議
論
が

進
む
な
か
、
非
財
務
報
告
の
作
成
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
内
部
統
制
の
整

備
や
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
動
き
も
見
ら

れ
た
。

２
リ
ス
ク
の
認
識
と
評
価

　

金
融
機
関
は
、
気
候
変
動
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
や
波
及
経
路
を
、

定
性
評
価
や
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
活
用

し
て
特
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
特

定
し
た
波
及
経
路
ご
と
に
、
金
融
機

関
に
と
っ
て
の
Ｆ
Ｅ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
ド
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
本
稿
で
は
、

顧
客
企
業
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）
排
出
量
や
経
済
ま
た
は
物
理
活

動
量
当
た
り
の
排
出
量
を
示
す
排
出

原
単
位
等
を
指
す
）
の
多
寡
や
、
金

融
機
関
の
財
務
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

上
の
重
要
性
に
鑑
み
、
特
に
気
候
変

動
の
影
響
を
受
け
る
セ
ク
タ
ー
や
顧

客
企
業
の
重
要
性
を
評
価
し
て
い
る
。

　

金
融
機
関
は
、
Ｆ
Ｅ
に
つ
い
て
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
た
非
公
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開
情
報
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
源

を
用
い
て
把
握
し
、
算
出
を
行
っ
て

い
る
。
特
に
中
堅
・
中
小
企
業
や
非

上
場
企
業
で
は
排
出
量
の
公
開
情
報

や
算
出
が
ま
だ
少
な
い
こ
と
か
ら
、

デ
ー
タ
ベ
ン
ダ
ー
情
報
の
活
用
や
推

計
に
よ
り
算
出
を
行
っ
て
い
る
金
融

機
関
も
多
い
。
そ
う
し
た
金
融
機
関

で
は
、
Ｆ
Ｅ
算
出
の
正
確
性
を
確
保

す
る
た
め
に
内
部
規
程
を
整
備
す
る

等
の
取
り
組
み
事
例
も
見
ら
れ
た
。

　

金
融
機
関
は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク

の
定
量
的
な
把
握
に
当
た
り
、
シ
ナ

リ
オ
分
析
を
活
用
し
て
い
る
。
貸
出

金
等
が
多
い
銀
行
業
態
で
は
主
に
信

用
リ
ス
ク
、
機
関
投
資
家
と
し
て
の

側
面
も
大
き
い
生
損
保
会
社
で
は
資

産
運
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
市
場
リ

ス
ク
も
対
象
と
す
る
な
ど
、
分
析
対

象
は
ビ
ジ
ネ
ス
特
性
や
リ
ス
ク
認
識

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
だ
。
近
年
は
、
対

象
セ
ク
タ
ー
・
リ
ス
ク
の
拡
大
や
分

析
の
精
緻
化
な
ど
シ
ナ
リ
オ
分
析
を

高
度
化
す
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
。

３
リ
ス
ク
管
理
と
顧
客
支
援

　

金
融
機
関
は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク

を
、
信
用
リ
ス
ク
や
市
場
リ
ス
ク
と

い
っ
た
金
融
リ
ス
ク
に
影
響
を
与
え

る
「
リ
ス
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
」
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
（
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
）
な
ど
の
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み

に
組
み
入
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、

Ｒ
Ａ
Ｆ
上
で
は
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ

ー
と
し
、
移
行
リ
ス
ク
の
定
量
指
標

と
し
て
Ｆ
Ｅ
を
管
理
し
て
い
る
金
融

機
関
も
見
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
、
Ｆ
Ｅ
は
過
去
の
情
報
で

あ
り
、
顧
客
企
業
の
移
行
の
取
り
組

み
や
、
そ
れ
に
よ
る
将
来
的
な
Ｆ
Ｅ

の
削
減
見
込
な
ど
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ

キ
ン
グ
な
情
報
を
反
映
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
金
融
機
関
は
Ｆ

Ｅ
の
推
移
だ
け
で
な
く
、
顧
客
企
業

へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
得
た
定

性
的
な
情
報
も
合
わ
せ
て
勘
案
し
、

移
行
リ
ス
ク
の
状
況
を
多
面
的
に
捉

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
金
融
機
関
に
お
け
る
気

候
関
連
リ
ス
ク
・
機
会
は
、
顧
客
企

業
に
お
け
る
同
リ
ス
ク
・
機
会
と
不

可
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
リ

ス
ク
が
高
い
と
認
識
し
た
企
業
・
セ

ク
タ
ー
に
対
し
て
も
ま
ず
は
ダ
イ
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
低

減
に
向
け
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

自
社
や
顧
客
企
業
の
気
候
関
連
リ
ス

ク
の
低
減
に
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

獲
得
や
企
業
価
値
向
上
に
結
び
付
け

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や

顧
客
支
援
を
⑴
で
述
べ
た
気
候
関
連

戦
略
の
柱
と
位
置
付
け
て
い
る
金
融

機
関
も
多
く
、
効
果
的
な
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
・
顧
客
支
援
を
実
施
す
る

た
め
の
実
施
先
の
選
定
方
法
や
実
施

体
制
を
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、
顧

客
企
業
の
規
模
や
特
性
、
気
候
変
動

へ
の
対
応
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
可
視
化

ツ
ー
ル
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
気

候
関
連
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ま
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

　

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
得
た
情
報

や
、
⑵
リ
ス
ク
認
識
・
評
価
は
、
投

融
資
・
保
険
引
受
等
の
提
供
に
当
た

り
、
事
前
審
査
か
ら
実
行
に
至
る
各

プ
ロ
セ
ス
（
顧
客
企
業
の
移
行
リ
ス

ク
の
対
応
状
況
の
評
価
や
内
部
格
付

・
債
務
者
区
分
へ
の
反
映
、
ラ
ベ
ル

の
適
格
性
の
確
認
等
）
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
リ
ス
ク
が
高
い
と
評
価
し

た
特
定
セ
ク
タ
ー
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
当
該
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
前
提
と
し
た
シ

ナ
リ
オ
分
析
の
影
響
額
が
経
営
上
問

題
な
い
水
準
に
収
ま
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と

し
て
組
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
案
件
で
は
、

自
然
災
害
の
影
響
等
に
よ
り
昨
今
損

害
率
が
高
い
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

４
主
な
課
題

　

金
融
機
関
か
ら
は
⑴
か
ら
⑶
に
共

通
し
た
課
題
と
し
て
、
主
に
三
つ
指

摘
さ
れ
た
。

　

一
つ
目
は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
が

金
融
機
関
の
従
来
の
リ
ス
ク
管
理
や

事
業
戦
略
の
時
間
軸
を
超
え
て
長
期

に
発
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
気

候
関
連
リ
ス
ク
の
特
性
に
よ
り
、
特

に
自
社
や
顧
客
企
業
の
定
量
的
な
リ

ス
ク
の
把
握
・
管
理
や
戦
略
の
策
定

お
よ
び
そ
れ
ら
の
信
頼
性
の
確
保
を

フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
に
実
施
す

る
こ
と
に
課
題
を
抱
え
る
金
融
機
関

が
多
く
見
ら
れ
た
。
シ
ナ
リ
オ
分
析

に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
間
軸
と
通
常

の
リ
ス
ク
管
理
の
時
間
軸
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
多
く
の
仮

定
に
基
づ
い
た
分
析
と
な
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
分
析
結
果
を

リ
ス
ク
管
理
や
資
本
管
理
の
ハ
ー
ド

リ
ミ
ッ
ト
（
厳
格
な
限
度
枠
）
設
定

等
で
活
用
し
て
い
る
事
例
は
限
定
的

だ
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
顧
客
企
業
の
意
識
醸
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成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
難
し
さ
で

あ
る
。
特
に
中
堅
・
中
小
企
業
に
お

い
て
は
、
ほ
か
に
優
先
す
べ
き
経
営

課
題
に
直
面
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、

気
候
関
連
戦
略
の
策
定
や
排
出
量
の

算
出
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
困
難
だ
っ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、

金
融
機
関
が
自
ら
の
気
候
関
連
戦
略

の
策
定
や
、
Ｆ
Ｅ
の
精
緻
な
把
握
・

算
出
も
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
い
う
。
顧
客
企
業
に
よ
る
関
心
度

の
高
低
は
、
担
当
す
る
金
融
機
関
の

職
員
の
関
心
度
や
知
識
差
に
つ
な
が

る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

三
つ
目
は
Ｆ
Ｅ
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
Ｆ
Ｅ
だ
け
で
移
行
リ
ス
ク
を

捉
え
る
の
は
困
難
な
上
、
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
行
で
、

一
時
的
に
Ｆ
Ｅ
が
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
点
、
金
融
機
関
は
、
内
部

管
理
上
や
開
示
・
Ｉ
Ｒ
上
の
工
夫
な

ど
を
行
い
つ
つ
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
通
じ
て
、
当
該
企
業
が
将
来
的

に
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
蓋
然
性
が

高
い
こ
と
を
確
認
し
、
自
ら
も
適
切

な
リ
ス
ク
管
理
に
努
め
て
い
る
。
一

時
的
な
排
出
量
増
加
に
対
す
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
も
、
金
融
機
関
が
期
待
さ
れ
る
顧

客
支
援
の
役
割
を
果
た
す
の
に
重
要

と
い
え
よ
う
。

負
の
外
部
性
を
伴
う

負
の
外
部
性
を
伴
う  

気
候
変
動
に
対
峙
す
る
意
味

気
候
変
動
に
対
峙
す
る
意
味

　

前
述
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
つ
つ

も
、
今
回
実
態
把
握
を
行
っ
た
金
融

機
関
で
は
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
を

経
営
上
の
重
要
な
課
題
と
位
置
付
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
や
特
性
に
応
じ
、

戦
略
の
策
定
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、

リ
ス
ク
評
価
の
精
緻
化
の
進
展
が
見

ら
れ
た
。
報
告
書
で
は
、
可
能
な
限

り
こ
う
し
た
各
金
融
機
関
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

気
候
関
連
リ
ス
ク
対
応
を
巡
る
課

題
に
対
す
る
国
内
外
の
議
論
は
い
ま

だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
必
ず
し
も
明

確
な
解
決
策
が
あ
る
も
の
ば
か
り
で

は
な
い
。
も
し
、
金
融
機
関
が
今
後

の
対
応
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
報

告
書
で
掲
げ
た
課
題
や
参
考
事
例
が

道
標
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

金
融
機
関
が
気
候
関
連
リ
ス
ク
管

理
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
に
当

た
り
、
事
業
規
模
や
顧
客
企
業
等
の

特
性
、
気
候
変
動
に
関
す
る
各
国
政

策
の
移
り
替
わ
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

か
つ
て
マ
ー
ク
・
カ
ー
ニ
ー
英
中
銀

総
裁
（
当
時
）
が
気
候
変
動
を
「
ホ

ラ
イ
ゾ
ン
の
悲
劇
」
と
呼
ん
だ
よ
う

に
、
気
候
変
動
は
、
将
来
に
わ
た
り
、

排
出
主
体
自
身
も
含
む
社
会
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
世
代
を
超

え
た
負
の
外
部
性
を
伴
う
。

　

金
融
機
関
は
、
リ
ス
ク
管
理
や
商

品
提
供
、
顧
客
支
援
を
通
じ
て
、
こ

う
し
た
外
部
性
の
内
部
化
を
支
援
で

き
る
立
場
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解

と
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
報
告
書
を

契
機
に
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
間
で
課
題
や
取
り
組
み
事
例
も
含

め
て
認
識
・
理
解
が
共
有
・
醸
成
さ

れ
、
経
済
社
会
全
体
に
と
っ
て
「
良

い
均
衡
」
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　

金
融
庁
も
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
管

理
や
顧
客
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
金
融
機
関
と
対
話
を
行
っ

て
い
く
。
そ
の
際
に
は
、
気
候
変
動

に
関
連
す
る
変
化
が
も
た
ら
す
顧
客

企
業
と
金
融
機
関
の
経
営
・
財
務
へ

の
影
響
度
合
い
や
金
融
機
関
の
規
模

・
特
性
に
応
じ
て
具
体
的
な
気
候
変

動
対
応
の
進
め
方
が
異
な
る
こ
と
等

も
し
っ
か
り
と
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

（
本
稿
の
見
解
・
意
見
に
係
る
部
分
は

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

み
や
も
と　

た
か
お

02
年
金
融
庁
入
庁
。
経
営
学
修
士
。

18
年
英
国
中
央
銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）、

20
年
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）

を
経
て
、
23
年
マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
分

析
参
事
官
。
24
年
か
ら
気
候
関
連
リ

ス
ク
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
長
兼
務
。
25

年
金
融
担
当
大
臣
秘
書
官
。

い
け
だ　

ゆ
り

13
年
金
融
庁
入
庁
。
経
営
学
修
士

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
認
定
）。
日
本
銀
行
や

米
国
留
学
を
経
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
政
策
に
従
事
後
、
23
年

か
ら
マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
分
析
参
事
官

室
で
市
場
分
析
や
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ

ン
ス
を
担
当
。
24
年
か
ら
気
候
関
連

リ
ス
ク
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
兼
務
。
25

年
大
手
銀
行
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
兼
リ

ス
ク
管
理
検
査
室
。

か
わ
い　

だ
い
す
け

18
年
金
融
庁
入
庁
。
理
学
博
士
。
米

国
大
学
院
で
暗
号
資
産
市
場
の
実
態

把
握
に
向
け
た
研
究
を
行
い
、
24
年

か
ら
マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
分
析
参
事
官

室
で
デ
ー
タ
分
析
や
マ
ク
ロ
プ
ル
ー

デ
ン
ス
に
従
事
。
気
候
関
連
リ
ス
ク

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
兼
務
。
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